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　鶴岡市が消滅可能性都市と指摘され
て10年になります。まちづくりは15
年、30年で成果が見えてくると言われ、
今が最後のチャンスという思いを持っ
て、ビジョンをまとめました。
　本ビジョンの策定に当たっては、「市
民ワークショップ」「民間事業者ヒア
リング」「アンケート調査」を行い、
幅広くご意見を頂きました。
　様々な意見、様々な立場があります
が、市民、事業者、行政が同じ方向を
向いて物事を考え、取り組むことが重
要であると考えています。
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景
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本
市
で
は
、
歴
史
的
な
景
観
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
緑
豊
か
な
鶴

岡
公
園
周
辺
に
、
公
共
施
設
を
中

心
と
す
る
都
市
機
能
の
集
積
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
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ま
た
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
（
第
１
期･

第
２
期
）
を

策
定
し
、
様
々
な
事
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
中
心
市
街
地
は
、
人

口
密
度
の
低
下
や
空
き
店
舗
・
空

き
家
の
増
加
な
ど
で
、
ま
ち
の
空

策定委員会委員長メッセージ

地
域
の
課
題
解
決
に
重
要
な
の
は
、

共
通
認
識
を
持
ち
、連
携
す
る
こ
と

中心市街地の区域
鶴岡駅～鶴岡公園周辺の約
150ha▲

効果検証の継続性を確保
するため、第２期中心市街
地活性化基本計画と同一▲

医療・福祉・子育て・商業
等の機能を、都市の中心拠
点や生活拠点に誘導し集約
する「都市機能誘導区域」

つるおか食文化市場
FOODEVER
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鶴岡商工会議所 会頭
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進
ん
で
い
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す
。

　

そ
の
た
め
、
市
民
・
事
業
者
・
行

政
が
「
あ
り
た
い
ま
ち
の
将
来
の

姿
」
に
つ
い
て
、
認
識
を
共
有
し
、

中
心
市
街
地
の
課
題
解
決
に
連
携

し
て
取
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組
む
よ
う
、
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工
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で
、″
鶴
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市
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街
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、
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可
能
な
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づ
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こ
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必
要
で
す
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・
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す
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も
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本
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お
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む
ね
15
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後
の
中
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市
街
地
の
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を
描
い
て

い
ま
す
。
歴
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化
資
源
を
更
に
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き
、関
係
人
口
・
交
流
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口
の
増
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を
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な
が
ら
、
持
続
可
能
で
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ら
し
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け
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る
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を
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す
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ビ
ジ
ョ
ン
を
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第
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期
中
心
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街
地
活
性
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キーワードは
「できる」

鶴岡市中心市街地将来ビジョン
はこちらからご覧になれます

できる　うみだす　あなたのまちなか
鶴岡市中心市街地将来ビジョンのキャッチフレーズ

あ
り
た
い
ま
ち
の
将
来
の
姿

必要なこと

▲ ▲ ▲  

食文化創造都市ならではの多彩な催しと、〝ひと中心〟の
魅力あふれる通り、広場、店舗を生み出す

①賑
わい「おいしい」「たのしい」ができるまち

②居
場所私のお気に入りの場所を見つけることができるまち

③観
光
城下の歴史や食を巡る「まち歩き」ができるまち

④居
住
広い空の下で安心・快適に暮らすことができるまち

⑤移
動
気軽におでかけできるまち

必要なこと

▲ ▲ ▲  

多様な目的で滞在でき、学び・探求・創造性と交流を育
む拠点を生み出す

必要なこと

▲ ▲ ▲  

重層的な地域資源等を活用して一日中楽しめる観光エリ
アを生み出す

必要なこと

▲ ▲ ▲  

良好な景観を維持し、災害に強く、多様なライフステー
ジに応じた居住環境を生み出す

必要なこと

▲ ▲ ▲  

安全快適な歩行者・自転車空間や、便利な公共交通等に
よるアクセス環境を生み出す

今はできないことが多くても、これからで
・
き
・
る
・
ことを生み出し、まちづくりに自分事として

関わることがで
・
き
・
る
・
といった思いが込められています。これを合言葉に、「賑わい」「居場所」

「観光」「居住」「移動」の５つの観点から、〝ありたいまちの将来の姿〟を設定しました。

　昨年の３月にインバウンド関連事業
で起業し、同年５月から駅前に拠点を
構え活動をしています。観光に携わっ
ているので、交流人口を増やし中心市
街地のにぎわいにつなげたいと考えて
います。そのためにも、住んでいる人
たち自身が誇りに思えるまちであって
ほしいです。地域住民が幸せそうであ
れば、お客さんにも伝わり、良い交流
が深まっていくと思います。

INSIDE TSURUOKA代表
全国通訳案内士

岡
お か べ

部 浩
ひ ろ み

美 氏

住
ん
で
い
る
人
も
観
光
で
訪
れ
た

人
も
ハ
ッ
ピ
ー
と
思
え
る
ま
ち
に

インタビュー

市内循環バスは中心市街地を結びます

商店街が連携して夏祭りを実施 駅前に居場所を作るための社会実験
（高校生と庄内出身のゲストの交流）

Dada広場で行われた音楽イベント
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